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論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
中部古生界の浅海成炭酸塩岩には、大型骨格生物と共に、石灰質微生物類（カルシマイクローブ）やその活
動に由来する堆積物（マイクロバイアライト）が特異的に遍在している。本論の主目的は、中部古生界（とく
 －232－
 －233－
に下部デボン系のバウンドストン）を対象に、地質微生物学の観点から炭酸塩岩の形成様式を解明することで
ある。成果として、次の点があげられる。 
１．カルシマイクローブの種類や量、ならびにマイクロバイアライトの組織や石灰岩形成への寄与は、中部
古生界内での時代的な相違よりも、堆積環境の相違によって大きく変動することを詳解した。 
２．中部古生界のマイクロバイアライトに適合した組織の区分法（ストロマトライト、スロンボライト、レ
イオライト）を、構成要素であるカルシマイクローブ、ペロイド状粒子、ミクライトの相互関係に基づいて
確立した。 
３．代表的な構成要素の１つであるペ口イド状粒子の成因と、カルシマイクローブ（Rothpletzella）の成
長可塑性の実態を解明した。 
４．層孔虫礁で、枠組み内に多様な微環境（開放・閉鎖空間）が創出・充填される過程を解明した。カルシ
マイクローブやマイクロバイアライトの生息・堆積環境は、微空間の断続的な充填作用を通じて絶えず更新
される。その違いに応じて、多様なカルシマイクローブの成長形態（例えば、ラミナ状‐柱状Rothpletzella）
やマイクロバイアライトの組織（例えば、円錐・球状単独型‐柱状複合型ストロマトライト）が順次発現さ
れる。生物礁での構成要素・組織・成長形態の多様性、および微空間充填様式は、海洋古環境ならびに微生
物群集構造を正確に復元するための極めて重要な指標である。 
このように本成果は、中部古生界における時代特異的なカルシマイクローブやマイクロバイアライトの発達
の原因を明らかにしたのみならず、地質時代を通じての炭酸塩岩の形成様式の研究に新たな方向性を提示して
いる。本論文は、地質学の研究に大きく貢献するものであり、博士（理学）の学位授与に値するものと審査し
た。 
